







































































































































周辺に居住する主要な少数民族─チベット族、リス族、イ族、プミ族、ナシ族、ペー族─の特徴についての検討・分析である。これらの各少数民族に関しては、実際 訪問して得られた資料なども多用して論じ いるという特色がみ 。また各少数民族は、従来基本的で正確な情報がほとんどなかった。その意味からも資料として 重要度が高い。なお、分析に際しては、少数民族の「住み分けモデル」 、少数民族の「性格」がキーワードとして使用されている　
第Ⅱ篇は本書の核心部分といえる。横断山脈南
麓地域を代表する少数民族の生業形態である牧畜業
（第
3章）
、塩づくり
（第
4章）
、木地製作
（第
5・
6章）
の三項目について、それぞれの典型的
な集落でのフィールドサーヴェイの成果を主たる内容としている。フィールドサーヴェイは短期間
